
 

2020 年 10 月 28 日 

各 位 

会 社 名 理研ビタミン株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 山木 一彦 

（コード番号４５２６ 東証第一部）

問合せ先 
経営企画部長 
兼 広報・ＩＲ室長 

 
池田 航 

（ＴＥＬ  0 3－5 3 6 2－1 3 1 5）

 

（訂正）「2019 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の 

一部訂正について 

 

当社は、2019 年 1 月 31 日に開示いたしました「2019 年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕

（連結）」の一部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1. 訂正の内容と理由 

訂正の内容と理由につきましては、別途、本日（2020 年 10 月 28 日）付「過年度の有価証券報

告書等の訂正報告書の提出および過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示してお

りますのでご参照ください。 

 

2. 訂正箇所 

訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから訂正事

項については、訂正後のみ全文を記載しております。 

 

以 上 



  （訂正後） 
 

 

2019年３月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        2019年１月31日 

上場会社名 理研ビタミン株式会社 上場取引所  東 

コード番号 4526 ＵＲＬ  https://www.rikenvitamin.jp/ 

代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名）山木 一彦 

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役経営企画部長 （氏名）佐藤 和弘 ＴＥＬ  03-5275-5111 

四半期報告書提出予定日 2019年２月14日    

配当支払開始予定日 －    

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て） 

１．2019年３月期第３四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第３四半期 67,237 1.1 4,096 △13.7 4,028 △4.4 2,759 1.7 

2018年３月期第３四半期 66,498 3.6 4,748 △8.4 4,213 △14.6 2,714 △4.8 
 
（注）包括利益 2019年３月期第３四半期 2,680 百万円 （△49.5％）   2018年３月期第３四半期 5,310 百万円 （458.7％） 
 

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年３月期第３四半期 168.35 － 

2018年３月期第３四半期 166.37 166.32 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第３四半期 109,183 60,346 54.9 

2018年３月期 110,348 58,919 53.0 
 
（参考）自己資本 2019年３月期第３四半期 59,889 百万円   2018年３月期 58,456 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年３月期 － 33.00 － 38.00 71.00 

2019年３月期 － 38.00 －    

2019年３月期（予想）       38.00 76.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 92,000 2.8 5,200 △4.1 4,900 6.8 3,400 △29.2 207.43 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記、(3）四半期連結財務諸表に関する注記

事項 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期３Ｑ 20,352,550 株 2018年３月期 20,352,550 株 

②  期末自己株式数 2019年３月期３Ｑ 3,961,608 株 2018年３月期 3,961,238 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期３Ｑ 16,391,141 株 2018年３月期３Ｑ 16,314,700 株 

（注）期末自己株式数には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式（2019年３月期３Ｑ67,800株、2018年３

月期67,800株）及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式（2019年３月期３Ｑ40,100株、2018年３

月期０株）が含まれております。 

また、「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計

算において控除する自己株式に含めております（2019年３月期３Ｑ107,900株、2018年３月期３Ｑ67,800

株）。 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、相次ぎ発生した自然災害による企業活動の一時的な落ち込み

はあったものの、雇用・所得環境は回復基調を維持しており、全般的には緩やかな拡大が続いております。しかし

ながら、人件費や物流コスト等の上昇など企業収益への影響が懸念される要因も顕在化しております。一方、海外

経済は、米国を中心に底堅く推移していますが、米国の保護主義的な通商政策の影響など各国の政治政策動向及び

地政学的リスク等の高まりによる景気下振れ懸念が払拭出来ない状況が続いております。 

 

食品業界では、近年、消費者の食の安全・安心への関心が一層高まっており、フードディフェンスなどへの取り

組み強化が強く求められています。また、成熟した国内市場においては、消費者の節約志向が続くのに加え、健康

志向や簡便化志向が強まっており、ライフスタイルの変化やニーズの多様化への対応が求められています。他方、

成長が見込める海外市場においては、成長エリアに対する積極的な取り組みが求められる状況にあります。 

 

このような事業環境のもと、当社グループでは、従前より３年間を対象期間とする「中期経営計画」を策定して

おり、2018年３月をもって区切りを迎えた「前中期経営計画」に引き続き、2018年４月より2021年３月までの３年

間を対象とする「新中期経営計画」への取り組みを開始いたしました。 

◇成熟市場にある国内事業では収益基盤のさらなる強化 

◇拡大市場にある海外事業では構造基盤の強化による成長エンジンの加速化 

◇独自の技術力・開発力に磨きをかけ、新領域に挑戦 

◇ＣＳＲ経営の推進 

を基本に据えて、掲げた各種施策を強力に推進し、スピード感を伴った経営を行ってまいります。 

 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、『国内食品事業』、『国内化成品その他事業』、『海外事

業』がそれぞれ前年同期を上回る実績を確保し、売上高は672億37百万円（前年同期比7億38百万円、1.1％増）と

なりました。 

利益面では、販売品目構成の変化や原材料価格の上昇、減価償却費等の増加に加え、連結子会社である青島福生

食品有限公司（総資産額102億14百万円）において売掛金の回収状況などを踏まえて貸倒引当金を計上したことや

たな卸資産評価損を計上したことなどにより、営業利益は40億96百万円（前年同期比6億52百万円、13.7％減）、

経常利益は40億28百万円（前年同期比1億84百万円、4.4％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期

純利益は27億59百万円（前年同期比45百万円、1.7％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

 

〔国内食品事業〕

『家庭用食品』では、乾燥わかめの「ふえるわかめちゃん®」および、わかめスープの「わかめとたまごのスー

プ」等の売上が堅調に推移しました。一方、ドレッシングは、今春に全面リニューアルを実施した「リケンのノン

オイル セレクティ®」が、積極的なプロモーション活動を展開したものの市場への浸透が進まず、また、需要期で

ある夏場の天候不順や自然災害などの影響による野菜価格の高騰等により、ドレッシング全体でも前年同期より売

上が減少しました。この結果、『家庭用食品』の売上は、前年同期を下回りました。 

『業務用食品』では、エキス調味料関係の着実な伸長に加え、冷凍海藻も堅調に推移したことにより、売上は前

年同期を上回りました。 

『加工食品用原料等』では、販売および技術・開発部門の連携により顧客ニーズに的確に対応した結果、食品用

改良剤分野での売上が好調に推移し、部門全体では前年同期を上回る売上を確保しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から3億69百万円（0.8％）増加した453億42百万円となり、営業

利益は48億92百万円（前年同期比4億93百万円減）となりました。 

 

〔国内化成品その他事業〕

プラスチック・農業用フィルム・食品用包材・ゴム製品・化粧品などの化学工業用分野において、加工性向上お

よび帯電防止・防曇等の機能性を付加する『化成品（改良剤）』では、顧客ニーズを捉えたソリューションビジネ

スの展開により、帯電防止剤や防曇剤が実績確保に貢献し、部門全体の売上は前年同期を上回りました。 

また、『その他』の事業では、飼料用油脂の売上が前年同期を下回りました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から2億円（4.1％）増加した51億5百万円となり、営業利益は5億

69百万円（前年同期比26百万円減）となりました。 
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〔海外事業〕 

『改良剤』分野においては、情報発信基地である「アプリケーションセンター」と世界各地に設けた販売会社と

の連携による既存市場の深耕および新市場の開拓を推進した結果、売上は前年同期を上回る実績を確保しました。

営業利益は、原材料価格の上昇を受けて販売価格の引き上げを実施するとともに高付加価値品の拡販等の施策を推

進した結果、前年同期を上回りました。 

また、水産加工品が高いウエイトを占める『青島福生食品有限公司』においては、売上はほぼ前年並みとなりま

したが、営業損益は、構造改革の遅れに加え、売掛金の回収状況などを踏まえて貸倒引当金を計上したことやたな

卸資産評価損を計上したことにより赤字となりました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から2億3百万円（1.1％）増加した179億20百万円となり、営業損

失10億10百万円（前年同期は営業損失9億13百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,091億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億64百万円減少し

ました。主な増加は、投資有価証券14億46百万円であり、主な減少は、現金及び預金23億5百万円であります。 

負債は488億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億91百万円減少しました。主な減少は、未払法人税等

10億18百万円、流動負債における引当金7億74百万円、長期借入金7億57百万円であります。 

純資産は603億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億26百万円増加しました。主な要因として、利益剰

余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上で27億59百万円増加し、剰余金の配当で12億52百万円減少しまし

た。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019年３月期の通期連結業績予想につきましては、2018年10月30日の「2019年３月期第２四半期連結累計期間

の業績予想と実績の差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」で公表しました通期の業績予想に変

更はありません。今後の事業環境の変化を見極めた上で、見直しの必要が生じた場合には、速やかに開示いたし

ます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,915 13,609 

受取手形及び売掛金 25,433 25,787 

電子記録債権 695 800 

商品及び製品 6,309 6,822 

仕掛品 3,057 3,244 

原材料及び貯蔵品 5,630 5,810 

その他 1,697 1,330 

貸倒引当金 △271 △739 

流動資産合計 58,467 56,665 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,426 12,254 

機械装置及び運搬具（純額） 12,155 11,044 

その他（純額） 4,182 4,604 

有形固定資産合計 28,764 27,903 

無形固定資産 701 663 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,488 20,935 

退職給付に係る資産 1,448 1,611 

その他 1,879 1,807 

貸倒引当金 △402 △404 

投資その他の資産合計 22,414 23,950 

固定資産合計 51,880 52,517 

資産合計 110,348 109,183 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,881 9,080 

電子記録債務 643 804 

短期借入金 9,462 9,423 

未払法人税等 1,545 527 

引当金 1,107 333 

その他 7,023 6,741 

流動負債合計 28,664 26,910 

固定負債    

長期借入金 17,000 16,243 

引当金 9 46 

退職給付に係る負債 192 208 

その他 5,560 5,427 

固定負債合計 22,763 21,925 

負債合計 51,428 48,836 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,537 2,537 

資本剰余金 3,047 3,079 

利益剰余金 57,199 58,706 

自己株式 △13,797 △13,831 

株主資本合計 48,986 50,492 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,258 8,603 

繰延ヘッジ損益 4 △1 

為替換算調整勘定 1,061 816 

退職給付に係る調整累計額 145 △21 

その他の包括利益累計額合計 9,469 9,397 

非支配株主持分 463 457 

純資産合計 58,919 60,346 

負債純資産合計 110,348 109,183 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 66,498 67,237 

売上原価 46,443 47,261 

売上総利益 20,055 19,975 

販売費及び一般管理費 15,307 15,879 

営業利益 4,748 4,096 

営業外収益    

受取利息 35 46 

受取配当金 383 339 

為替差益 215 － 

デリバティブ評価益 － 307 

その他 100 163 

営業外収益合計 734 857 

営業外費用    

支払利息 582 564 

為替差損 － 158 

デリバティブ評価損 640 － 

その他 46 202 

営業外費用合計 1,270 924 

経常利益 4,213 4,028 

特別利益    

固定資産売却益 0 487 

補助金収入 51 22 

関係会社清算益 138 － 

その他 22 1 

特別利益合計 212 512 

特別損失    

固定資産除却損 173 66 

固定資産圧縮損 23 － 

その他 0 1 

特別損失合計 196 67 

税金等調整前四半期純利益 4,228 4,472 

法人税等 1,524 1,704 

四半期純利益 2,704 2,767 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△10 8 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,714 2,759 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 2,704 2,767 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,248 345 

繰延ヘッジ損益 9 △6 

為替換算調整勘定 433 △259 

退職給付に係る調整額 △85 △167 

その他の包括利益合計 2,606 △87 

四半期包括利益 5,310 2,680 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,279 2,687 

非支配株主に係る四半期包括利益 30 △6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

   該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

（たな卸資産の評価の修正について） 

当社連結子会社である青島福生食品有限公司（以下「青島福生食品」という。）が、2020年８月に鱈などを中心

とした水産加工品を廉価で処分販売した事実が判明したことに伴い、青島福生食品のたな卸資産の評価が適切に行

われていなかった疑いが生じたため、当社は、外部専門家を含む特別調査委員会を設置し事実関係の調査を行って

おります。 

第83期第３四半期報告書の訂正報告書提出日現在において特別調査委員会の調査は継続中であるものの、2020年

10月上旬に実地棚卸を行うとともに、2020年８月に廉価で販売した水産加工品に関する書類および青島福生食品か

らの事実関係の説明を確認した結果などから、当社としては過年度において連結貸借対照表上のたな卸資産の評価

が適切に行われていなかったと判断し、たな卸資産の評価を修正しております。 

 なお、当第３四半期連結会計期間および前連結会計年度のたな卸資産への影響額ならびに当第３四半期連結累計

期間および前第３四半期連結累計期間の売上原価に含まれるたな卸資産評価損の修正額は以下のとおりです。

 

四半期連結貸借対照表    

  前連結会計年度 当第３四半期連結会計期間 

商品及び製品 △79百万円 △130百万円 

原材料及び貯蔵品 △1,119百万円 △1,463百万円 

     

四半期連結損益計算書    

  前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

売上原価 808百万円 458百万円 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 44,785 4,905 16,808 66,498 － 66,498 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
187 － 907 1,095 △1,095 － 

計 44,972 4,905 17,716 67,594 △1,095 66,498 

セグメント利益又は損失

（△） 
5,385 595 △913 5,068 △319 4,748 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△295百万円、たな

卸資産の調整額△23百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 45,063 5,105 17,068 67,237 － 67,237 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
278 － 851 1,130 △1,130 － 

計 45,342 5,105 17,920 68,367 △1,130 67,237 

セグメント利益又は損失

（△） 
4,892 569 △1,010 4,451 △354 4,096 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△266百万円、たな

卸資産の調整額△88百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。 
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